
冒
本
医
史
学
雑
誌
』
第
二
九
巻
第
四
号
（
昭
和
五
八
年
）
に
堀
江
健
也
「
池
田
謙
斎
（
ご
ｌ
初
代
東
京
大
学
医
学
部
総
理
ｌ
」
が
登
載
因
二
八

’
四
三
四
頁
）
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
（
一
）
と
あ
る
よ
う
に
（
二
）
以
下
が
掲
載
さ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
著
者
堀
江
健
也
先
生
に
は
そ
の
後
病
を

得
ら
れ
、
昭
和
五
八
年
三
一
月
一
四
日
死
去
さ
れ
た
。
著
者
が
（
二
）
以
下
に
ど
の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
第
三
者
で
あ
る
小
生
が
知

る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難
で
あ
る
が
、
（
一
）
に
お
い
て
〈
は
か
ら
ず
も
謙
斎
の
御
子
孫
の
方
之
と
御
交
際
願
え
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
謙
斎
の
実
子
高
崎

あ
や斐
子
様
が
小
生
宅
に
甚
だ
近
く
お
住
ま
い
に
な
り
、
お
互
い
に
往
来
す
る
こ
と
が
出
来
…
…
〉
と
あ
り
、
ま
た
〈
謙
斎
に
つ
い
て
現
在
ま
で
詳
し
く
記
し
て
い

る
の
は
大
正
六
年
に
入
沢
達
吉
が
発
行
し
た
「
回
顧
録
」
で
あ
る
。
（
略
）
こ
れ
は
口
述
の
形
式
で
記
し
て
あ
る
の
で
要
約
し
、
ま
た
、
第
三
者
的
に
追
記
し

つ
つ
記
し
て
承
よ
う
〉
と
あ
る
に
よ
り
、
著
者
の
意
図
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
堀
江
先
生
は
昭
和
五
一
年
よ
り
七
年
間
に
わ
た
っ
て
『
練
馬
区
医
師
会
だ

よ
り
』
に
《
医
学
の
散
歩
道
》
（
一
’
九
一
）
を
連
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
七
八
’
八
三
ま
で
の
六
回
が
「
池
田
謙
斎
」
（
以
下
こ
の
両
稿
を
堀
江
論
文
と
い
う
）

昭
和
五
九
年
二
月
、
故
堀
江
健
也
君
遺
稿
『
医
学
の
散
歩
道
』
刊
行
会
よ
り
『
医
学
の
散
歩
道
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
さ
い
に
中
心
的
な
役
割
を
果

さ
れ
た
古
川
明
先
生
が
、
上
記
『
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
』
の
池
田
謙
斎
の
項
の
別
刷
を
小
生
に
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
堀
江
に
よ
る
池
田
謙
斎
に
つ
い
て
の

論
文
を
前
記
遺
稿
集
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
、
つ
い
て
は
小
生
が
続
稿
を
書
い
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
に
投
ぜ
よ
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
小
生
は
池
田
謙
斎

に
つ
い
て
従
来
関
心
も
な
く
、
と
く
に
研
究
し
た
こ
と
も
な
い
の
で
大
い
に
当
惑
し
た
が
、
他
な
ら
ぬ
古
川
先
生
の
ご
依
頼
で
あ
る
の
で
非
力
を
承
知
の
上

で
、
こ
の
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
系
統
的
に
記
載
す
る
能
力
は
な
い
の
で
、
補
遺
的
に
数
個
の
点
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
た
に
過
ぎ

で
坐
め
っ
た
。

池
田
謙
斎
伝
補
遺

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
二
巻
一
号

昭
和
六
十
一
年
一
月
三
十
日
発
行

長
門
谷
洋

昭
和
六
十
年
九
月
二
日
受
付

治
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池
田
謙
斎
男
池
田
謙
斎
男
は
三
十
日
午
前
九
時
頃
蕊
去
し
た
る
由
に
て
一
日
東
京
に
て
喪
を
発
す
べ
し
と
。
病
気
は
血
管
硬
化
症
に
し
て

危
篤
に
陥
る
や
位
一
級
を
進
め
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

池
田
謙
斎
男
病
気
危
篤
の
趣
、
天
聴
に
達
し
三
十
日
午
後
病
気
御
尋
と
し
て
葡

謹
選
一

五
年
宮
中
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
る
。
家
族
は
長
男
秀
男
（
四
十
八
年
）
外
八
名
の
子

池
田
謙
斎
の
計
報

池
田
謙
斎
（
一
八
四
一
’
一
九
一
八
、
以
下
原
則
と
し
て
謙
斎
）
に
つ
い
て
は
堀
江
論
文
に
詳
し
い
が
、
そ
の
要
約
的
な
も
の
を
別
途
に
つ
か
み

た
い
と
考
え
、
ま
ず
当
時
の
計
報
一
、
二
を
染
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
に
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
大
正
七
年
五
月
一
日
の
第

二
面
に
写
真
入
り
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
堀
江
先
生
（
以
下
堀
江
）
は
、
池
田
家
一
族
の
か
た
が
企
画
し
て
お
ら
れ
る
伝
記
の
編
集
を
お
手
伝
い
し
た
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
思
わ
ぬ
当
人

の
死
亡
で
そ
れ
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
池
田
家
で
は
そ
の
後
も
謙
斎
伝
の
編
集
に
努
力
さ
れ
、
近
日
中
に
は
こ
れ
が
上
梓
さ
れ
る
や
に
聞
き
及
ん
で
い

る
。
同
書
の
内
容
と
拙
稿
と
で
は
当
然
重
複
す
る
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
お
許
し
を
願
い
た
い
。

な
L，
0
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『
中
外
医
事
新
報
』
（
大
正
七
年
六
一
八
頁
）
は
、

池
田
謙
斎
氏
莞
去
宮
中
顧
問
官
陸
軍
一
等
軍
医
正
従
二
位
勲
一
等
医
学
博
士
男
爵
池
田
謙
斎
氏
は
、
予
て
腎
臓
炎
に
罹
り
、
大
森
の
別
邸

に
て
入
沢
・
高
橋
両
博
士
の
治
療
を
受
け
静
養
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
し
が
、
去
月
三
十
日
病
大
に
革
り
同
日
午
後
九
時
莞
去
せ
ら
れ
た
り
。
恂
に

衷
悼
の
情
に
禁
へ
ず
。
（
略
）

『
東
京
医
事
新
誌
』
（
大
正
七
年
二
○
七
三
号
四
二
頁
）
は
、

池
田
男
爵
の
亮
去
宮
中
顧
問
官
陸
軍
一
等
軍
医
正
従
二
位
勲
一
等
医
学
博
士
男
爵
池
田
謙
斎
氏
は
、
去
る
一
日
午
前
九
時
宿
洞
脳
溢
血
再

発
の
為
、
南
郊
大
森
の
別
邸
に
於
て
莞
去
せ
ら
れ
た
り
。
享
年
七
十
有
八
。
（
略
）

と
あ
り
さ
ら
に
次
号
に
て
、
肖
像
と
と
も
に
そ
の
葬
儀
の
状
況
と
略
歴
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
気
付
く
こ
と
は
三
記
事
中
死
亡
時
刻

が
四
月
三
○
日
午
前
九
時
、
同
日
午
後
九
時
、
五
月
一
日
午
前
九
時
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
死
因
な
い
し
病
名
が
血
管
硬
化
症
・
腎

臓
炎
・
脳
溢
血
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

女
あ
り
（
東
京
電
話
）
。

謙
斎
の
碑
文

謙
斎
の
墓
（
谷
中
墓
地
）

私
（
達
吉
）
は
幼
く
し
て
親
を
な
く
し
た
。
一
二
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
こ
で
東
京
に
遊
学
し
、
謙
斎
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
。

私
は
先
生
に
師
父
の
恩
と
叔
父
・
甥
の
親
し
承
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
謙
斎
の
本
姓
は
入
沢
氏
で
諄
は
秀
之
、
幼
名
は
圭
介
、
後
に
桂
太

の
碑
文
は
入
沢
達
吉
が
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
堀
江
が
現
代
訳
し
て
い
る
の
で
抄
出
引
用
す
る
。

、
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血
縁
の
一
人
で
あ
り
、
医
史
学
に
造
詣
が
深
い
当
時
東
大
教
授
（
内
科
学
）
の
入
沢
達
吉
に
な
る
文
だ
け
に
信
頼
性
は
高
い
。
そ
の
入
沢
が
謙

斎
の
喜
寿
（
大
正
六
年
）
に
さ
い
し
、
編
集
・
発
行
し
た
の
が
『
回
顧
録
』
で
あ
る
。
Ｂ
５
判
本
文
五
○
頁
の
冊
子
で
〈
男
爵
池
田
謙
斎
口
述

医
海
時
報
社
員
筆
記
〉
（
口
授
は
明
治
三
四
年
）
と
な
っ
て
お
り
非
売
品
。
本
書
の
現
存
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
堀
江
は
一
族
か
ら
こ
れ
を
借

り
て
閲
し
て
い
る
。
そ
し
て
堀
江
の
記
述
に
よ
り
本
冊
子
を
現
代
訳
し
、
注
釈
や
参
考
の
写
真
を
付
し
て
そ
の
周
知
方
を
は
か
っ
た
先
覚
が
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
緒
方
富
雄
氏
で
、
雑
誌
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』
の
第
三
○
巻
第
一
号
か
ら
第
四
号
（
昭
和
三
四
年
）
ま
で
に
分
載
さ
れ

て
い
る
。
な
お
小
生
は
『
回
顧
録
』
の
全
コ
ピ
ー
を
梅
溪
昇
氏
よ
り
拝
借
し
閲
読
の
機
を
得
た
が
、
こ
れ
は
帝
国
図
書
館
蔵
（
現
国
立
国
会
図
書

館
）
の
も
の
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
本
書
の
記
載
は
明
治
九
年
、
ド
イ
ツ
留
学
の
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
が
、
逆
に
医
学
所
に

関
す
る
こ
と
な
ど
は
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四
二
年
）
で
も
盛
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

郎
と
い
い
、
謙
輔
と
も
称
し
た
。
越
後
の
蒲
原
郡
西
野
の
人
で
、
父
は
健
蔵
と
い
い
、
二
人
の
子
が
あ
り
、
長
男
は
私
の
父
で
次
男
が
先
生
で

あ
る
。
若
く
し
て
江
戸
に
遊
学
し
、
剣
を
学
び
書
を
読
ん
だ
。
先
生
が
請
う
に
は
治
国
も
治
病
も
其
の
功
は
同
一
で
あ
る
。
む
し
ろ
良
医
と
な

る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、
洋
法
の
医
学
を
専
攻
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
の
医
学
所
に
入
り
緒
方
洪
庵
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
幕
府
の
医

官
池
田
玄
仲
の
養
子
と
な
っ
た
。
元
治
元
年
、
幕
命
に
よ
り
長
崎
の
伝
習
所
に
赴
き
ポ
ー
ド
イ
ン
等
に
師
事
し
た
。
と
こ
ろ
が
維
新
の
変
が

お
こ
り
、
乱
を
避
け
る
た
め
に
上
海
に
渡
り
、
の
ち
江
戸
へ
帰
っ
た
。
戊
辰
の
役
に
は
医
事
に
当
っ
た
。
維
新
と
な
り
大
学
の
少
助
教
に
任
ぜ

ら
れ
少
典
医
を
兼
ね
た
。
明
治
三
年
海
外
留
学
生
と
な
り
、
米
国
を
経
て
プ
ロ
シ
ャ
に
赴
き
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
り
、
七
年
で
卒
業
、
帰
朝

す
る
や
陸
軍
軍
医
監
を
拝
命
し
、
侍
医
を
兼
任
し
た
。
明
治
一
○
年
四
月
、
東
京
大
学
医
学
部
総
理
に
任
ぜ
ら
れ
、
医
学
教
育
制
度
改
革
、
西

南
戦
争
に
は
傷
病
兵
の
治
療
に
当
り
、
明
治
二
一
年
医
学
博
士
を
授
か
っ
た
。
同
二
二
年
（
注
、
一
九
年
の
誤
り
）
侍
医
局
長
と
な
る
。
明
治
二

七
・
八
年
の
役
に
は
広
島
の
大
本
営
に
勤
務
し
、
功
に
よ
り
勲
一
等
に
叙
せ
ら
れ
、
同
三
一
年
病
を
も
っ
て
辞
職
、
男
爵
を
授
か
る
。
同
三
五

年
宮
中
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
大
正
七
年
四
月
三
○
日
死
亡
、
得
年
七
八
、
東
京
谷
中
に
葬
ら
る
。
（
略
）
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緒
方
洪
庵
の
養
子
で
あ
っ
た
謙
斎

謙
斎
が
入
沢
家
よ
り
池
田
家
の
玄
仲
（
秀
真
）
の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
池
田
家
の
養
子
に
な
る
前
に
緒
方
洪
庵

の
養
子
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
堀
江
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
〔
『
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
』
登
載
の
「
池
田
謙
斎
（
２
）
」
〕
・
こ
の
情
報
は
謙
斎

の
娘
、
斐
子
氏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
証
拠
た
る
戸
籍
簿
の
コ
ピ
ー
が
同
稿
に
転
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
『
回
顧
録
』

に
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
堀
江
が
緒
方
富
雄
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
同
氏
も
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
由
。
事
実
は
こ
こ
に
再
転
写

（
写
真
２
）
し
た
も
の
が
す
べ
て
で
あ
る
が
、
堀
江
の
説
明
は
以
下
で
あ
る
。
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〔写真2〕池田謙斎戸籍

『
前
戸
主
』
「
池
田
秀
真
」
（
玄
仲
）
『
戸
主
』
「
池
田
謙
斎
」

で
こ
れ
は
琴
ハ
ツ
点
で
抹
消
、
す
な
わ
ち
死
亡
除
籍
さ
れ

て
い
る
。
『
前
戸
主
ト
ノ
続
柄
』
で
「
亡
池
田
秀
真
養

子
」
（
注
、
池
田
秀
真
は
明
治
五
年
八
月
死
亡
）
と
あ
り
、

『
父
』
が
「
亡
緒
方
洪
庵
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
母
』
は

空
欄
、
下
欄
に
は
「
二
男
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
『
出
生
』
は
「
天
保
一
二
年
二
月
一
日
」
『
戸
主

ト
ナ
リ
タ
ル
原
因
及
ビ
年
月
日
』
は
「
原
因
及
ビ
年
月

日
不
詳
、
家
督
相
続
戸
主
ト
為
ル
」
と
あ
る
。

こ
の
中
に
は
ど
こ
に
も
入
沢
と
い
う
名
が
な
い
。
洪

庵
没
後
、
お
そ
ら
く
未
亡
人
が
仲
に
入
り
、
池
田
か
ら

シ
ッ
カ
リ
し
た
人
が
い
た
ら
是
非
頼
む
と
い
わ
れ
、
未

54（54）



と
こ
ろ
で
謙
斎
が
洪
庵
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
従
前
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
述

『
中
外
医
事
新
報
』
の
計
報
記
事
の
中
に
つ
ぎ
の
一
節
が
あ
る
。

〈
夙
に
洋
学
を
研
究
し
緒
方
洪
庵
の
門
に
学
ぶ
。
後
同
氏
の
養
子
と
な
り
、
更
に
又
池
田
秀
真
の
養
嗣
子
と
な
る
〉

か
か
る
記
載
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
本
人
は
む
ろ
ん
、
入
沢
達
吉
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
碑
文
に

も
記
し
て
い
な
い
の
は
ひ
と
つ
の
謎
と
い
え
よ
う
。
な
お
堀
江
に
よ
れ
ば
戸
籍
が
凡
そ
整
っ
た
の
は
明
治
三
九
年
で
、
こ
の
戸
籍
で
も
そ
の
右

肩
に
「
明
治
三
九
年
八
月
二
日
附
司
法
大
臣
ノ
訓
令
二
因
ル
明
治
三
九
年
九
月
一
二
日
改
製
戸
籍
」
と
但
し
書
き
が
あ
る
。
さ
ら
に
本
戸
籍

に
は
印
鑑
で
「
大
正
一
二
年
九
月
一
日
焼
失
二
付
キ
大
正
一
四
年
五
（
月
）
二
五
日
再
製
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
は
謙
斎
没
後
の

こ
と
ゆ
え
大
勢
に
は
影
響
な
か
ろ
う
が
、
本
戸
籍
に
は
な
お
ひ
と
つ
ひ
っ
か
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
欄
の
記
載
で
「
大
正
七
年
五
月

一
日
午
前
九
時
四
五
分
本
籍
二
於
テ
死
亡
、
同
居
者
池
田
秀
男
届
出
、
同
月
二
日
交
付
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
死
亡
の
日
時
は
四
月
三

○
日
（
午
前
九
時
、
午
後
九
時
）
、
五
月
一
日
（
午
前
九
時
、
同
九
時
四
五
分
）
と
種
々
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
四
月
三
○
日
の
午

前
九
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
戸
籍
に
は
「
除
籍
」
の
印
が
お
し
て
あ
る
（
本
籍
地
欄
）
。

な
お
謙
斎
が
北
條
謙
輔
の
名
で
「
適
食
斎
塾
姓
名
録
」
の
六
一
八
番
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
堀
江
論
文
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
注

意
す
べ
き
は
堀
江
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
〈
大
阪
の
適
塾
〉
で
の
門
下
生
で
な
く
、
東
京
で
の
入
門
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
戸
籍
に
は
戸
主
謙
斎
の
左
欄
に
養
母
久
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
コ
ピ
ー
の
時
点
で
は
バ
ツ
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
謙
斎
が

亡
人
の
目
に
と
ま
っ
た
の
が
ま
じ
め
な
謙
斎
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
池
田
は
幕
医
の
身
分
、
入
沢
謙
斎
は
田
舎
の
村
長
の
次
男
坊
と

い
う
こ
と
で
家
柄
が
釣
り
合
わ
ず
、
緒
方
の
二
男
（
筆
者
注
、
洪
庵
の
本
当
の
二
男
は
惟
準
で
あ
る
）
と
し
て
形
式
を
整
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

ｌ
す
な
わ
ち
緒
方
の
未
亡
人
が
気
を
き
か
せ
て
洪
庵
の
子
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
斐
子
氏
に
よ
る
と
、
謙
斎
は
上
記
駿
河
台
北

甲
賀
町
で
成
嘆
堂
と
い
う
医
院
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
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池
田
謙
斎
家
系
図

堀
江
諭
文
中
に
あ
る
池
田
謙
斎
家
系
図
を
簡
略
化
し
て
転
写
（
図
）
し
た
。
謙
斎
に
は
七
男
二
女
が
あ
っ
た
。
長
男
の
秀
男
も
医
師
で
あ
り

軍
医
に
な
っ
た
が
、
謙
斎
没
後
僅
か
半
年
で
死
亡
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
を
秀
男
の
長
男
秀
一
が
継
い
で
い
る
。
謙
斎
の
碑
文
を
入
沢
達
吉
に

依
頼
し
た
の
は
秀
一
で
あ
っ
た
。
謙
斎
の
二
女
斐
子
は
明
治
二
六
年
生
、
結
婚
し
て
高
崎
姓
と
な
る
が
、
堀
江
論
文
執
筆
の
昭
和
五
七
年
当
時

は
な
お
元
気
で
、
頭
脳
も
明
断
、
資
料
の
提
出
・
解
読
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
偶
然
お
宅
も
堀
江
（
東
京
都
練
馬
区
）
の
近
く
で
あ
っ
た
と

さ
い
こ

の
こ
と
。
堀
江
に
対
す
る
池
田
家
側
の
も
う
一
人
の
協
力
者
が
鈴
木
才
子
氏
で
、
港
区
赤
坂
、
山
王
病
院
近
く
に
お
住
い
の
詩
人
、
ご
主
人
の

保
氏
は
画
家
で
あ
る
由
。
謙
斎
の
三
男
謙
三
は
鈴
木
亮
蔵
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
子
が
保
氏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
才
子
氏
は
謙
斎
の
孫
の
嫁
と

あ
ん
く

い
う
こ
と
に
な
る
。
謙
斎
の
次
男
信
明
は
子
爵
安
部
信
順
の
養
子
と
な
り
北
海
道
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
安
部
宅
に
謙
斎
が
留
学
時
に
留
守
宅

な
ど
へ
書
き
送
っ
た
手
紙
や
、
謙
斎
あ
て
の
山
県
有
朋
ら
当
時
の
著
名
人
の
手
紙
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
鈴
木
氏
宅
へ
移
さ
れ
た

戸
主
と
な
っ
た
と
き
は
ま
だ
生
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
彼
女
は
文
政
一
二
年
生
で
、
死
亡
は
昭
和
五
年
、
百
一
歳
の
長
寿
で
あ
っ
た
。
入
６５

沢
達
吉
が
彼
女
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
（
「
久
子
物
語
」
『
現
代
』
昭
和
五
年
）
。

玄
仲
１
１
謙
斎

久
子
き
ね

五四

男之子郎郎三し や
、
謙
斎
あ
て
の
山
県
有
朋
ら
当
時
の
著
名
人
の
手
紙
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
鈴
木
氏
宅
へ
移
さ
れ
た

の
を
機
に
同
家
を
中
心
に
改
め
て
謙
斎
に
つ
い
て
関
心
が
も
た
れ
る

男
ｌ
‐
秀
一
ｌ
ｉ
真
次
郎
‐
司
轄
図

明
‐
佐
知
子
よ
う
に
な
り
、
堀
江
に
も
連
絡
の
あ
っ
た
の
が
、
今
回
の
こ
と
の
始

し
‐
美
恵
子

庁
脩
人
系家
ま
り
で
あ
る
。
秀
一
の
あ
と
は
秀
男
の
次
男
（
秀
一
の
弟
）
真
次
郎

三
真
次
郎
斎

郎
‐
正
子
謙
が
継
ぎ
、
現
在
の
当
主
は
池
田
允
彦
氏
（
小
金
井
市
在
住
）
で
謙
斎

田

郎
池
よ
り
数
え
て
五
代
目
と
な
る
。

子
Ｊ図
Ｚ
に
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侍
医
と
し
て
の
謙
斎
に
つ
い
て
宮
内
庁
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
侍
医
長
兼
宮
内
庁
病
院
長
星
川
光
正
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
同
氏

の
「
日
本
の
侍
医
の
歴
史
（
抄
）
」
（
『
東
大
第
一
外
科
同
窓
会
だ
よ
り
』
第
一
六
巻
第
一
号
四
頁
昭
和
五
八
年
）
よ
り
謙
斎
関
連
の
事
項
を

引
用
す
れ
ば
以
下
で
あ
る
。
（
な
お
の
ち
に
星
川
氏
が
当
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
不
明
を
お
詫
び
す
る
）
。

○
明
治
二
年
朝
廷
は
洋
医
を
召
し
て
侍
医
と
す
る
こ
と
と
な
り
伊
東
方
成
、
青
木
邦
彦
の
両
名
が
大
典
医
と
し
て
任
用
さ
れ
た
。

○
明
治
三
年
大
学
大
助
教
兼
少
典
医
池
田
謙
斎
が
天
皇
を
小
御
所
に
お
い
て
拝
診
し
た
。
こ
れ
は
洋
方
医
が
公
式
に
玉
体
を
拝
診
し
た

○
明
治
三
年
大
学
大
助
教
兼
少
曲

旨
、
記
録
に
見
ら
れ
る
初
め
で
あ
る
。

○
明
治
一
六
年
一
○
月
一
等
侍
医
伊
東
方
成
、
池
田
謙
斎
、
岩
佐
純
等
は
連
署
し
て
、
害
を
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
上
っ
た
（
東
京
よ
り

三
○
里
内
外
の
地
に
離
宮
・
御
用
邸
を
設
け
避
暑
す
る
こ
と
が
皇
子
・
皇
女
の
た
め
に
も
望
ま
し
い
と
す
る
も
の
）
＄

○
明
治
一
九
年
宮
内
省
は
侍
医
局
を
設
け
、
長
官
に
池
田
謙
斎
を
任
じ
た
。

○
明
治
二
一
年
洋
方
医
池
田
謙
斎
を
執
匙
御
用
と
す
。
こ
の
年
よ
り
侍
医
は
全
部
洋
方
医
と
な
る
。

宮
内
庁
編
修
『
明
治
天
皇
紀
』
（
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
三
年
）
中
の
謙
斎
に
関
す
る
記
載
の
一
部
を
つ
ぎ
に
示
す
（
星
川
氏
に
よ
る
）
。

○
明
治
一
五
年
八
月
四
日
頃
日
御
気
進
ま
せ
ら
れ
ず
舌
苔
を
生
じ
、
腹
部
緊
満
を
訴
え
た
ま
い
、
時
に
華
痛
あ
り
。
下
肢
倦
怠
を
覚
え
さ

せ
ら
れ
両
肢
腫
脹
す
。
是
の
日
、
侍
医
池
田
謙
斎
診
候
し
「
脚
気
症
」
と
拝
し
奉
る
。
よ
り
て
そ
の
御
手
当
あ
ら
せ
ら
る
。
然
れ
ど
も
仮
床
に

就
か
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
出
御
し
て
万
機
を
と
り
給
う
。
一
○
月
に
入
り
て
全
く
快
癒
し
た
ま
う
。

○
明
治
一
二
年
二
月
二
日
侍
医
池
田
謙
斎
拝
診
し
て
「
鼻
咽
頭
カ
タ
ル
症
」
と
拝
。

同
二
月
一
○
日
遂
に
「
肺
炎
症
」
と
拝
す
る
に
至
る
。

○
明
治
三
一
年
二
月
侍
医
兼
侍
医
局
長
池
田
謙
斎
退
任
に
際
し
、
特
旨
を
以
て
謙
斎
を
貴
族
に
列
し
男
爵
を
授
け
ら
る
。
謙
斎
侍
医
局
に

同
二
月
一
○
日
遂
に
「
肺
炎
症
」
‐

同
五
月
六
日
御
床
払
あ
ら
せ
ら
る
。

侍
医
と
し
て
の
謙
斎
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謙
斎
の
先
進
性

謙
斎
の
死
亡
時
の
肩
書
き
〈
宮
中
顧
問
官
陸
軍
一
等
軍
医
正
正
二
位
勲
一
等
医
学
博
士
男
爵
〉
は
ま
さ
に
位
人
臣
を
極
む
と
い
う
か
、
き
ら

び
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
氏
の
生
涯
の
中
に
は
初
代
と
か
第
一
号
と
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
代
表
が
堀
江
論
文
の

副
題
に
な
っ
て
い
る
初
代
東
京
大
学
医
学
部
総
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
医
学
部
長
に
あ
た
る
。
明
治
一
○
年
、
束
京
医
学
校
と
東
京
開
成

学
校
を
合
併
し
、
東
京
大
学
が
創
立
さ
れ
、
医
学
校
は
医
学
部
と
改
称
し
、
そ
の
医
学
部
総
理
（
綜
理
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
）
に
謙
斎
が

就
い
た
。
同
年
四
月
一
二
日
の
こ
と
で
、
同
時
に
長
与
専
斎
が
心
得
と
な
っ
た
が
、
同
二
一
年
三
月
五
日
こ
れ
を
辞
し
、
石
黒
忠
底
が
同
日
よ

り
こ
れ
に
就
き
、
同
一
四
年
七
月
八
日
に
及
ん
だ
。
な
お
医
学
部
以
外
の
三
学
部
（
法
学
部
・
理
学
部
。
文
学
部
）
の
総
理
は
兼
任
で
開
成
学
校

総
理
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
が
あ
た
っ
た
。
つ
ま
り
当
時
は
ま
だ
二
人
の
総
理
の
合
議
体
で
あ
っ
た
。
明
治
一
四
年
に
な
っ
て
東
京
大
学
の
職
制

が
改
め
ら
れ
初
め
て
「
総
理
」
の
席
が
で
き
、
加
藤
が
こ
れ
に
就
き
、
謙
斎
は
総
理
心
得
と
な
っ
た
。
ま
た
医
学
部
総
理
は
医
学
部
長
と
改
称

さ
れ
、
三
宅
秀
が
就
任
し
た
。
謙
斎
は
明
治
一
四
年
六
月
一
五
日
ま
で
四
年
余
に
わ
た
っ
て
初
代
東
京
大
学
医
学
部
総
理
を
つ
と
め
た
。
つ
ぎ

の
三
宅
は
医
学
部
長
で
あ
る
か
ら
、
医
学
部
総
理
と
い
う
名
の
職
に
就
い
た
の
は
謙
斎
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
な
お
当
時
は
講
座
制
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
彼
は
教
授
の
座
に
は
就
い
て
い
な
い
（
明
治
一
○
年
当
時
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
を
外
人
教
師
に
負
っ
て
い
た
）
。

明
治
一
二
年
五
月
七
日
、
学
位
令
に
よ
る
わ
が
国
最
初
の
医
学
博
士
五
名
が
誕
生
し
た
。
池
田
謙
斎
、
橋
本
綱
常
、
高
木
兼
寛
、
三
宅
秀
、

奉
仕
す
る
こ
と
二
十
有
余
年
、
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
並
び
に
皇
子
、
親
王
等
の
拝
診
を
勤
め
、
精
励
能
堪
の
職
を
尽
す
。
特
に
英
照
皇
太
后

の
病
床
に
侍
し
て
診
療
・
看
護
最
も
勉
む
る
所
あ
り
。
二
月
二
日
病
の
故
を
以
て
其
の
職
を
免
じ
、
其
の
勲
功
を
録
し
て
此
の
栄
典
を
賜

り
、
金
一
万
円
を
下
賜
し
て
、
家
門
保
続
の
資
に
充
て
し
め
た
ま
う
。
後
任
の
侍
医
局
長
は
岡
玄
卿
。

星
川
氏
に
よ
れ
ば
、
上
述
『
明
治
天
皇
紀
』
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
た
も
の
以
外
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
な
お
謙
斎
関
係
の
資
料
も
あ
ろ
う

が
、
閲
覧
禁
止
の
も
の
も
少
な
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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大
沢
謙
二
の
五
名
で
あ
る
。
謙
斎
が
医
学
博
士
第
一
号
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
は
侍
医
・
侍
医
局
長
・
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
歴
任
し
て
、
わ
が
国
の
近
代
侍
医
制
度
の
基
礎
を
築
い
た
〔
朝
倉
治
彦
編
『
明
治
官

制
辞
典
』
（
昭
和
四
四
年
）
に
よ
れ
ば
〈
宮
中
顧
問
官
は
一
五
人
以
内
（
一
等
官
並
三
等
官
）
・
帝
室
の
典
範
儀
式
に
関
す
る
事
件
に
つ
ぎ
諮
訶
に
対

し
意
見
を
具
上
す
〉
（
五
○
七
頁
）
と
あ
る
〕
。

ま
た
陸
軍
一
等
軍
医
正
（
大
佐
に
あ
た
る
）
と
い
う
軍
医
の
要
職
に
就
き
、
わ
が
国
の
陸
軍
軍
医
制
度
の
草
わ
け
の
一
人
と
な
っ
た
。
明
治
三

一
年
に
は
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
錦
鶏
間
祗
候
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
（
文
部
省
）
宮
内
省
・
陸
軍
な
ど
各
方
面
に
顔
の
き
く
エ
リ
ー
ト
官
僚

ま
た
陸
軍
一
等
軍
医
正
（
大
佐
に
あ
た
｝

一
年
に
は
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
錦
鶏
間
華

で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
の
ボ
ス
で
あ
っ
た
。

神
谷
昭
典
著
『
日
本
近
代
医
学
の
定
立
』
（
医
療
図
書
出
版
社
、
昭
和
五
九
年
）
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
長
谷
川
泰
の
済
生
学
舎
が
明

治
三
六
年
廃
校
に
な
っ
た
の
は
、
長
谷
川
が
単
科
医
科
大
学
の
許
可
を
文
部
省
に
相
談
し
た
の
に
拒
絶
さ
れ
、
池
田
謙
斎
男
、
芳
川
顕
正
伯
を

以
て
そ
の
時
の
文
部
大
臣
菊
池
大
麓
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
改
築
し
た
ら
医
学
専
門
学
校
に
許
可
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結

局
こ
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
。
同
書
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
入
沢
達
吉
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。

「
我
輩
の
親
類
の
池
田
謙
斎
な
ど
は
ポ
ン
ャ
リ
し
て
い
る
人
間
だ
か
ら
、
長
谷
川
先
生
の
云
ふ
こ
と
を
真
に
う
け
て
頻
り
に
文
部
省
に
使
い

明
治
三
五
年
第
一
回
日
本
聯
合
医
学
会
総
会
（
田
口
和
美
会
頭
、
現
在
の
日
本
医
学
会
総
会
に
あ
た
る
）
で
つ
ぎ
の
一
三
人
が
名
誉
会
頭
に
推
薦

さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
む
ろ
ん
謙
斎
が
入
っ
て
い
る
。

エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ゞ
ヘ
ル
ツ
、
石
黒
忠
息
、
池
田
謙
斎
、
岩
佐
純
、
橋
本
綱
常
、
長
谷
川
泰
、
高
木
兼
寛
、
長
与
専
斎
、
松
本
順
、
佐
藤
進
、
佐

々
木
東
洋
、
実
吉
安
純
、
三
宅
秀
〔
『
第
一
回
日
本
聯
合
医
学
会
誌
』
（
明
治
三
五
年
）
よ
り
〕
。

を
し
て
い
た
次
第
さ
」

ち
な
み
に
長
谷
川
は
新
潟
県
の
出
身
で
あ
り
、
謙
斎
・
達
吉
の
い
ず
れ
と
も
親
し
か
っ
た
。

（59）59



こ
れ
で
み
る
か
ぎ
り
、
尾
崎
平
八
郎
、
北
尾
次
郎
、
今
井
巌
の
名
が
『
日
本
医
事
大
年
表
』
に
は
な
い
こ
と
に
な
る
〔
注
石
附
実
『
近
代

日
本
の
海
外
留
学
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
昭
和
四
七
年
）
の
〈
明
治
第
一
期
（
元
’
七
年
）
の
海
外
留
学
者
〉
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
こ
の
三
人
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
抄
出
）
。
尾
崎
平
八
郎
出
発
年
四
年
、
東
校
派
遣
、
「
舎
密
学
」
森
（
注
、
有
礼
）
に
同
行
し
た
の
ち
独
へ
。

北
尾
次
郎
出
発
年
四
年
、
東
校
派
遣
、
「
物
理
学
」
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
入
学
。
今
井
巌
出
発
年
三
年
、
東
校
、
「
生
理
学
」
森
の
渡

米
に
同
行
し
た
。
留
学
国
独
。
す
な
わ
ち
三
名
と
も
ド
イ
ツ
へ
官
費
留
学
し
て
い
る
が
、
出
発
年
な
ど
に
異
同
が
ゑ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
〕
。

『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
に
は
「
明
治
三
年
一
○
月
、
九
名
が
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
（
二
○
頁
）
と
あ
る
が
、
他
方
で
は
『
日
本
医
事

年
表
』
と
同
じ
二
名
の
姓
名
が
記
し
て
あ
り
（
二
二
頁
）
、
こ
れ
は
恐
ら
く
同
年
表
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
佐

な
ど
と
い
ふ
面
々
」

る
0

謙
斎
は
明
治
三
年
末
に
官
命
に
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
に
出
発
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
最
初
の
ド
イ
ツ
人
医
師
ミ
『
一
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
二
人

が
来
着
し
た
の
は
明
治
四
年
で
あ
る
か
ら
、
謙
斎
の
出
発
は
こ
れ
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
誰
斎
と
一
緒
に
。
フ
ロ
シ
ャ
に
留
学

し
た
の
は
つ
ぎ
の
者
と
さ
れ
る
。

ま
た
神
谷
氏
は
、
石
黒
忠
息
が
東
京
大
学
医
学
部
の
総
理
心
得
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
総
理
の
謙
斎
と
と
も
に
東
大
医
学
部
の
ト
ッ
プ
の
座

が
陸
軍
関
係
者
に
よ
り
占
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

長
井
長
義
、
大
沢
謙
二
、
山
脇
玄
、
岩
佐
新
、
大
石
良
乙
、
相
良
玄
貞
、
木
脇
良
、
萩
原
三
圭
、
青
木
周
蔵
、
荒
川
邦
蔵
。

こ
の
名
前
は
中
野
操
『
日
本
医
事
大
年
表
』
に
よ
っ
た
も
の
（
一
九
九
頁
）
で
あ
る
が
、
謙
斎
の
『
回
顧
録
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

マ
『
、

「
薩
摩
の
尾
崎
平
八
郎
、
佐
賀
の
大
石
良
悦
、
相
良
元
貞
、
長
州
の
荒
川
邦
蔵
、
外
に
北
尾
次
郎
、
大
沢
謙
二
、
越
前
の
今
井
巌
、
山
脇
玄

ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
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藤
進
（
医
師
の
ド
イ
ツ
留
学
第
一
号
と
さ
れ
、
明
治
二
年
渡
独
、
当
初
私
費
で
あ
っ
た
が
、
謙
斎
ら
の
留
学
の
と
き
に
彼
も
国
費
支
弁
に
改
め
ら
れ
た
）
の
自

伝
の
明
治
二
年
九
月
一
○
日
の
項
に
、
、
ヘ
ル
リ
ン
で
青
木
周
蔵
、
萩
原
三
圭
に
会
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
し
て
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
は
約
一
年

前
か
ら
来
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
明
治
三
年
の
出
発
者
に
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
こ
で
青
木
・
萩
原
を
除
い
た
上
述
の
九
名
と
い
う
数

字
が
出
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
明
治
官
制
辞
典
』
で
も
〈
九
名
が
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
〉
と
記
し
て
い
る
（
一
八
頁
）
。
と
に
か
く
謙
斎
ら

は
国
費
に
よ
る
ド
イ
ツ
へ
の
医
学
留
学
の
初
め
で
あ
っ
た
。

明
治
三
年
当
時
、
謙
斎
は
大
学
の
大
助
教
兼
少
典
医
で
あ
っ
た
が
、
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
同
時
に
そ
の
本
官
兼
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
出
発

の
さ
い
大
学
か
ら
の
要
求
は
、
も
う
年
も
と
っ
て
い
る
（
注
、
二
九
歳
）
か
ら
、
む
つ
か
し
い
学
科
の
研
究
は
大
抵
に
し
て
向
う
の
医
科
大
学
の

組
織
視
察
を
主
に
、
傍
ら
自
分
の
専
門
に
し
て
い
る
衛
生
科
を
習
う
つ
も
り
で
二
年
位
も
行
っ
て
い
た
ら
宜
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
明
治
九
年
ま
で
六
年
余
も
滞
在
し
、
明
治
八
年
に
蕊
へ
ル
リ
ン
大
学
で
「
ド
ク
ト
ル
」
の
試
験
に
及
第
し
て
い
る
。
『
回
顧
録
』

の
最
後
に
当
時
彼
が
学
ん
だ
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
授
名
を
あ
げ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
（
病
理
解
剖
）
フ
レ
ー
リ
ヒ
ス
（
内
科
）
ト
ラ
ウ
尋
へ
（
内
科
）
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
（
外
科
）
バ
ル
デ
レ
ー
ベ
ン
（
外
科
）
デ
ュ
ポ

ア
・
レ
エ
モ
ン
（
生
理
）
ラ
イ
ヘ
ル
ト
（
解
剖
）
マ
ル
チ
ソ
（
婦
人
病
）
ヘ
エ
ノ
ホ
（
小
児
病
）
リ
ー
ブ
ラ
イ
ヒ
（
薬
物
学
）
レ
エ
ウ
ィ
ソ
（
皮
層
病

ア
・
レ
エ
モ
ン
《
生
理
』
ラ
〃

学
）
シ
ュ
ワ
イ
ゲ
ル
（
眼
科
）

長
代
理
と
さ
れ
た
。

謙
斎
の
写
真

１６

堀
江
論
文
に
高
崎
斐
子
氏
提
供
の
謙
斎
の
写
真
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
は
大
正
五
年
春
の
も
の
で
文
官
大
礼
服
着
用
の
も
の
で
あ
る

謙
斎
は
明
治
九
年
五
月
に
印
度
洋
を
経
て
帰
朝
し
た
が
、
そ
の
七
月
に
は
東
京
医
学
校
長
長
与
専
斎
が
米
国
出
張
す
る
に
つ
き
、
謙
斎
が
校

な
お
ベ
ル
ッ
が
わ
が
国
に
来
た
の
も
同
年
で
あ
っ
た
。
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溌溌簿蕊溌

鐸

￥
伊
咄

〔写真3〕シュルツエ帰国のさいの写真。前列左より

2人目が謙斎（『桔梗」より）

〔写真4〕写真3の部分拡大。左端が池田謙斎
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（
写
真
１
）
。
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
緒
方
富
雄
氏
の
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
論
文
の
巻
頭
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
の
一
枚
は
爵
位
服
（
男
爵
）
着

用
の
も
の
で
、
葬
儀
の
さ
い
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
東
京
医
事
新
誌
』
の
計
報
に
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
の
計
報

の
写
真
は
こ
れ
ら
と
少
し
異
な
り
、
や
や
若
い
と
き
の
も
の
の
よ
う
に
糸
え
る
。

謙
斎
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
、
彼
の
あ
と
を
つ
い
で
医
学
部
長
と
な
っ
た
三
宅
秀
（
一
八
四
八
’
一
九
三
八
）
に
つ
い
て
の
諸
資
料
な
ど
が
孫
（
三

宅
典
次
氏
）
ら
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
上
梓
穂
田
雅
代
編
層
梗
ｌ
三
宅
秀
と
そ
の
周
辺
ｌ
』
昭
亜
６
年
）
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
数
多
い
写
真
の
中
に
一
枚
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
説
明
に
よ
り
謙
斎
と
思
わ
れ
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
集
合
写
真
が
あ
る
（
写
真

３
，
４
）
。
す
な
わ
ち
〈
此
写
真
〈
「
シ
ュ
ル
ッ
エ
」
教
師
帰
国
送
別
ノ
際
撮
影
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
教
師
ノ
左
二
着
席
セ
ラ
ル
ル
ハ
桐
原

先
生
ナ
リ
。
教
師
ノ
右
ニ
ア
リ
テ
軍
服
ヲ
着
セ
ラ
ル
ル
ハ
池
田
先
生
ナ
リ
〉
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
今
回
改
め
て
三
宅
典
次
氏
、
酒
井
シ
ヅ

氏
に
よ
り
謙
斎
で
あ
る
こ
と
を
確
認
下
さ
る
）
．
ち
な
桑
に
シ
ュ
ル
ッ
エ
固
目
］
少
侭
目
黒
乏
罵
⑦
旨
評
言
］
同
①
（
一
八
四
○
’
一
九
一
西
）
は
明
治
七

年
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
後
任
と
し
て
来
日
、
同
一
四
年
四
月
に
退
任
し
た
も
の
で
、
当
時
謙
斎
は
な
お
医
学
部
総
理
の
席
に
あ
っ
た
。
桐
原
は
桐

原
真
節
で
、
明
治
一
五
年
よ
り
第
一
医
院
管
理
（
付
属
病
院
長
）
と
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
「
ポ
ー
ド
イ
ソ
・
ア
ル
、
ハ
ム
」
を
発
掘
さ
れ
た
石
田
純
郎
氏
に
謙
斎
が
写
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
か
と
お
尋
ね
し
た
が
、
長
崎

医
学
校
の
学
生
の
集
団
写
真
が
あ
る
が
、
謙
斎
の
顔
が
わ
か
ら
ず
、
同
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
「
ポ
ー
ド
ィ
ン
書
簡
」
に
も

あ
た
っ
た
が
、
謙
斎
の
名
前
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

中
野
操
『
日
圭

し
て
お
き
た
い
。

明
治
元
年
一
（

謙
斎
の
一
面

痒
『
日
本
医
事
大
年
表
』
で
謙
斎
の
項
を
索
引
で
み
る
と
一
二
項
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
資
料
と
し
て
引
用

○
月

大
病
院
（
東
京
府
所
轄
、
院
長
ウ
ィ
リ
ス
）
医
員
池
田
謙
斎
、
安
井
清
儀
、
奥
山
虎
炳
、
佐
を
木
東
洋
。

（63）63



未
開
拓
の
謙
斎
研
究

堀
江
は
そ
の
論
文
で
、
謙
斎
に
関
す
る
こ
と
が
、
入
沢
達
吉
編
の
『
回
顧
録
』
や
の
ち
に
こ
れ
を
現
代
訳
・
解
説
し
た
緒
方
富
雄
氏
の
そ
れ

（
こ
の
中
に
は
謙
斎
か
ら
緒
方
惟
準
あ
て
の
明
治
四
二
年
元
旦
の
手
紙
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
）
を
除
い
て
、
あ
ま
り
調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
な
い
点
を
指

摘
し
、
〈
ド
イ
ツ
留
学
、
又
は
交
遊
関
係
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
〉
〈
侍
医
と
な
っ
て
か
ら
は
殆
ど
歴
史
の
表
面
に
出

謙
斎
と
東
京
慈
恵
医
院
な
い
し
高
木
兼
寛
と
の
関
連
は
、
明
治
一
八
年
、
民
間
の
文
庫
と
し
て
は
初
期
の
も
の
に
あ
た
る
成
医
会
文
庫
（
現

慈
恵
医
大
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の
設
立
委
員
に
長
与
専
斎
、
三
宅
秀
、
高
木
兼
寛
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
へ
ボ
ン
と
と
も
に
委

員
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
堀
江
は
さ
ら
に
同
一
九
年
へ
有
志
共
立
東
京
病
院
で
、
資
金
を
得
る
た
め
に
婦
人
慈
善
会
に
意

見
書
を
送
っ
た
さ
い
の
連
名
者
の
中
に
謙
斎
の
名
が
あ
る
と
し
、
同
二
○
年
、
東
京
慈
恵
医
院
（
院
長
高
木
兼
寛
）
と
改
称
の
と
き
、
二
名

の
商
議
員
の
一
人
に
謙
斎
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
し
て
い
る
。
慈
恵
と
宮
中
は
縁
が
深
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
謙
斎
も
い
さ
さ
か
の
貢
献
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
堀
江
は
述
べ
て
い
る
。

明
治
一
九
年
生

参
画
し
て
い
る
。

明
治
二
年
二
月
医
学
校
兼
病
院
（
取
締
緒
方
惟
準
）
病
院
掛
池
田
謙
斎
、
石
井
謙
道
、
奥
山
元
省
、
水
野
三
省
等
。

明
治
一
五
年
九
月
二
日
東
京
日
本
橋
に
避
病
院
を
開
設
し
、
東
京
大
学
総
理
心
得
池
田
謙
斎
院
長
を
命
ぜ
ら
る
。

明
治
一
九
年
二
月
宮
内
省
官
制
公
布
、
省
内
に
侍
医
局
を
置
き
局
中
に
長
官
、
侍
医
、
医
員
、
薬
剤
師
を
置
く
。
池
田
謙
斎
侍
医
局
長
官

に
任
じ
、
伊
東
方
成
、
岩
佐
純
、
竹
内
正
信
、
岡
玄
卿
、
原
田
豊
、
高
階
経
徳
、
田
沢
敬
興
、
高
階
経
本
侍
医
に
任
ぜ
ら
る
。

明
治
二
六
年
三
月
池
田
謙
斎
ら
大
日
本
医
会
を
創
立
す
。
衛
生
医
事
に
関
す
る
国
家
重
要
な
る
問
題
を
審
議
す
る
の
機
関
と
す
。

九
年
九
月
に
は
医
師
の
会
と
し
て
東
京
医
会
が
発
足
し
、
会
長
松
本
順
、
副
会
長
長
谷
川
泰
で
あ
っ
た
が
、
謙
斎
も
常
議
員
と
し
て
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さ
ら
に
謙
斎
研
究
に
寄
与
す
る
も
の
に
彼
の
耆
簡
が
残
っ
て
い
た
こ
と
と
、
一
族
が
健
在
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

謙
斎
の
次
女
、
斐
子
の
話
に
、
彼
女
が
一
六
歳
の
と
き
四
歳
年
上
の
兄
友
五
郎
と
と
も
に
腸
チ
フ
ス
に
罹
っ
た
。
父
と
入
沢
が
診
察
し
た
。

六
月
末
か
ら
九
月
頃
ま
で
病
床
に
あ
り
、
入
沢
が
も
っ
て
き
た
寝
風
呂
に
入
れ
ら
れ
氷
で
冷
や
さ
れ
、
熱
が
四
○
度
Ｃ
か
ら
下
っ
て
頭
が
モ
ー

ロ
ー
と
し
た
。
そ
の
時
、
父
は
平
清
盛
の
よ
う
だ
と
い
っ
て
い
た
。
ま
た
謙
斎
が
ド
イ
ツ
か
ら
自
宅
に
送
っ
た
現
存
す
る
手
紙
に
つ
い
て
「
父

の
手
紙
は
金
の
話
ば
か
り
で
嫌
に
な
る
」
と
話
し
た
由
だ
が
、
当
時
の
留
学
は
か
な
り
費
用
が
要
っ
た
の
と
、
養
父
の
負
担
を
い
く
ら
か
で
も

軽
く
し
よ
う
と
す
る
心
づ
か
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
堀
江
は
記
し
て
い
る
。
『
回
顧
録
』
の
中
で
も
池
田
家
へ
養
子
に
行
っ
た
の
も
長

崎
へ
勉
強
に
行
く
費
用
を
出
し
て
欲
し
い
こ
と
が
一
因
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
留
学
に
さ
い
し
、
あ
と
に
残
し
た
家
族
の
生
活
が
心
配
で
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
出
発
す
る
こ
と
を
い
い
だ
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
養
父
（
玄
仲
）
は
、
当
時
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
が
、
種
痘

所
へ
出
勤
し
て
家
計
を
助
け
る
と
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、
安
心
し
て
出
発
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
も
斐
子
に
よ
れ
ば
、
謙
斎
あ
て

に
来
た
手
紙
で
斎
が
斉
に
な
っ
て
い
る
の
を
み
る
と
こ
れ
は
サ
イ
で
は
な
い
、
セ
イ
だ
と
い
っ
て
気
に
し
た
由
。

こ
の
よ
う
に
私
的
な
面
、
家
庭
で
は
謙
斎
も
平
凡
な
市
井
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
親
し
承
が
も
て
る
。
堀
江
論
文
で
は
謙
斎
の
書
簡

と
し
て
い
る
（
碑
文
）
。

て
来
な
い
〉
〈
後
半
生
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
甚
だ
少
な
い
〉
と
記
し
て
い
る
。

謙
斎
は
わ
が
国
医
学
教
育
・
医
療
制
度
・
侍
医
制
度
・
軍
医
制
度
な
ど
の
基
礎
を
堅
め
た
当
時
の
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
彼
と
ほ
ぼ
同
時

代
・
同
列
の
人
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
長
与
専
斎
（
一
八
三
八
’
一
九
○
一
一
）
、
石
黒
忠
恵
（
一
八
四
五
’
一
九
四
一
）
、
三
宅
秀
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
こ
の
三
人
に
比
し
て
も
謙
斎
の
実
態
は
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
・
な
い
。
長
与
や
石
黒
は
自
伝
的
な
も
の
を
遺
し
て
お
り
、
彼
に

も
『
回
顧
録
』
が
あ
る
が
、
せ
め
て
東
京
大
学
医
学
部
総
理
の
座
を
お
り
る
こ
ろ
ま
で
の
回
想
を
遣
し
て
お
い
て
欲
し
か
っ
た
。

医
学
専
門
書
の
執
筆
の
な
い
の
も
惜
し
ま
れ
る
。
た
だ
し
血
縁
の
一
人
に
入
沢
達
吉
の
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
、
達
吉
は
東
京
へ
遊
学

し
た
さ
い
謙
斎
の
世
話
に
な
っ
た
が
、
謙
斎
は
達
吉
を
己
の
子
の
よ
う
に
扱
い
、
熱
心
に
訓
諒
を
行
い
、
私
の
今
日
あ
る
は
先
生
の
賜
で
あ
る
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も
一
部
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
－

な
お
謙
斎
の
出
身
地
、
新
潟
県
南
蒲

井
正
宣
。
蒲
原
宏
氏
に
よ
る
）
由
で
あ
る
。

と
に
か
く
維
新
期
を
た
く
ま
し
く
生
き
、
わ
が
国
近
代
医
学
の
源
流
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
謙
斎
の
こ
と
が
、
堀
江
氏
や
謙
斎
の
一
族

の
手
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
あ
る
い
は
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
慶
ぱ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
堀
江
の
い
う

よ
う
に
、
な
お
未
知
の
部
分
も
多
い
。
そ
の
評
価
も
含
め
て
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

最
後
に
私
事
を
書
き
添
え
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
昭
和
五
九
年
秋
、
小
生
は
未
知
の
人
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
が
鈴
木
才
子
氏
で
あ
っ

た
。
折
か
ら
刊
行
さ
れ
た
平
凡
社
の
『
大
百
科
事
典
』
（
昭
和
五
九
年
）
に
小
生
が
池
田
謙
斎
の
項
を
担
当
し
て
い
る
の
で
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
迂
間
に

も
小
生
は
そ
れ
を
執
筆
し
た
こ
と
を
忘
失
し
て
い
た
。
小
生
は
謙
斎
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
に
、
割
り
あ
て
ら
れ
た
他
の
何
人
か
の

医
人
と
あ
わ
せ
て
苦
し
ま
ぎ
れ
の
原
稿
を
送
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
ま
で
に
は
い
さ
さ
か
の
時
間
を
要
し
た
。
執
筆
時
は
む
ろ
ん
堀
江
先
生
に
よ
る
調
査
・
研

究
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
お
電
話
に
よ
っ
て
遅
ま
き
な
が
ら
謙
斎
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
堀
江
先
生
の
友
人
で
あ
っ
た
古
川
明
先
生
に
会

っ
た
と
き
に
、
医
史
学
雑
誌
に
堀
江
先
生
の
遺
稿
を
続
稿
と
し
て
登
載
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
り
し
た
。

と
こ
ろ
が
逆
に
古
川
先
生
か
ら
、
堀
江
論
文
を
渡
す
の
で
、
自
由
に
謙
斎
に
つ
い
て
再
構
成
せ
よ
と
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
上
記

事
典
の
拙
稿
を
見
直
す
と
東
京
大
学
医
学
部
総
理
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
東
京
医
科
大
学
総
理
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正

し
て
お
き
た
い
。

謹
ん
で
本
稿
を
堀
江
健
也
先
生
の
霊
に
捧
げ
る
と
と
も
に
、
鈴
木
才
子
氏
、
古
川
明
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
（
大
阪
府
豊
中
市
、
皮
膚
科
）

部
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
族
に
よ
り
出
版
さ
れ
る
伝
記
に
収
録
さ
れ
る
と
思
う
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

お
謙
斎
の
出
身
地
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
中
ノ
島
村
に
は
生
家
が
残
っ
て
お
り
（
鈴
木
才
子
氏
に
よ
る
）
、
ま
た
ヒ
ゲ
塚
と
招
魂
碑
が
あ
る
（
藤
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KensailKEDA(1841-1918)wasborninNiigataPrefbctureasthesecondsonofKenzolRISAWA.

HewenttoTokyoandstudiedunderKoanOGATAat{<Igakusho''、theschoolofmedicinerunbythe

TokugawaGovernment.SoonKoandied,butKensaibecamehisadoptedsonfbrthesakeoffbrmality

(thefamilyregistershowingthisstillexists)andthenbecameanadoptedsonofGenchulKEDA,me-

dicalofIiceroftheTokugawaGovernment,whocamefifomShimanePrefbcture.Inl864hewentto

NagasakiandstudiedunderAntoniusF，Bauduin.Inl870hewenttoGermanytostudy,andafter

comingbacktoJapanhewasappointedthefirstpresidentofthemedicalschoolofTokyoUniversity.

HebecametheflrstDoctorofMedicineinJapaninl880,alsoheldthepositionsofArmySurgeonand

CourtPhysicianandcontributedtothefbundationofmedicaleducationandtreatmentinJapan.

Heleft$<Memoirg'(1917),butnosatisfactoryresearchstudyofhimhadbeenundertakenuntilhis

letterswererecentlyfbundanddecipheredbyhisfamily.MeanwhileKenyaHORIEconductedresearch

concerninghiscareerwhichwasregrettablydiscontinuedbecauseofHORIE'sdeath.
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